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	　　　　　　　　　　　　　　　　　台湾でデング熱患者が急増
2006年の台湾におけるデング熱の確定者数が、昨年に比べ３倍を超え、台湾政府は高雄など南部において風土病になるのではないかと危惧し、対策本部を設置し、毎週発生数を発表しています。そこで、その概要をお知らせします。
台湾政府疾病管制局　デング熱発生情報
 　2006登革熱疫情　　本(95)入夏後自第24週(6/11)～第51週(12/20 15:00)

 　　（http://www.cdc.gov.tw/file/39072_6120023148.pdf）

　　[image: image1.wmf]
・全国通報/確定/死亡病例　2106/1000/3  (内デング出血熱　全国通報/確定/死亡病例　48/19/3)

・本土（国内発生）確定923例の内訳：屏東県10、高雄市719、高雄県183、台南市４、台南県2、台中県１、桃園県１、台北県2、基隆市１（死亡３は全て高雄市）（最南部からに変えました。笈川）

台湾南部でのデング熱の流行について（財団法人交流協会高雄事務所　2006年 10月 5日）

  高雄市衛生局疾病管理処では、高雄市内でのデング熱の発生状況及び予防対策について公表するとともに、住民に対し、衛生についての管理強化の呼びかけを行っていますので、お知らせ致します。また、衛生署疾病管制局は１０月３日、台湾南部で感染症病例が増加していることから「登革熱中央疾情指揮中心」を設置し、中央主導で対策を講じていく旨を発表しました。

台湾における蚊が関係する感染症患者発生数（衛生署疾病管制局）
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5
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日本脳炎

306

35
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26
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309

25

311

19

　台湾でのデング熱の大発生は４年ぶりですが、増加したのは地球の温暖化による影響とされています。東南アジアの各国より衛生状態が良い台湾での発生ですので、近い将来日本へ入ってくる可能性があると思います。なお、高雄市は台湾第二の大都市で、南部の重要な商業、港湾都市です。（笈川）


生活衛生ホットインフォメーション　№49






ホット・インフォメーション　 　　　　　笈　川　和　男





生活衛生
































（ホームページのpdfファイルから切り取り貼り付けたため、印刷すると不鮮明になります。気になる方は、元のファイルを見てください）











